
(57)【要約】

【課題】型開き時、プランジャーチップがスプールブッ

シュ内を円滑に前進して製品ビスケットを押し出せるよ

うに改良されたダイカスト鋳造機のスプールブッシュを

提供する。

【解決手段】本スプールブッシュ１は、溶湯の充填及び

凝固時におけるプランジャーチップ７の前端面７ａより

も後側で、且つ、型開き時におけるプランジャーチップ

７の後端面７ｂよりも前側の所定位置１８からスプール

ブッシュ１の前端部１ａまでの内周面に、プランジャー

チップ７の前端部の外周面と接触しない非接触部１２を

設けているので、型開き時、プランジャーチップ７の前

端部７ａの周縁部がスプールブッシュ１の内周面に食い

込むことなく、その摺動抵抗を小さくすることができ、

プランジャーチップ７がスプールブッシュ１内を円滑に

前進でき製品ビスケットを押し出すことができる。

【選択図】図２

JP 2007-283371 A 2007.11.1



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ダ イ カ ス ト 鋳 造 機 に 備 え ら れ た 、 内 部 を プ ラ ン ジ ャ ー チ ッ プ が 摺 動 す る ス プ ー ル ブ ッ シ
ュ で あ っ て 、
　 該 ス プ ー ル ブ ッ シ ュ は 、 キ ャ ビ テ ィ 内 へ の 溶 湯 の 充 填 及 び 凝 固 時 に お け る 前 記 プ ラ ン ジ
ャ ー チ ッ プ の 前 端 面 よ り も 後 側 で 、 且 つ 、 型 開 き 時 に お け る 前 記 プ ラ ン ジ ャ ー チ ッ プ の 後
端 面 よ り も 前 側 の 所 定 位 置 か ら 前 記 ス プ ー ル ブ ッ シ ュ の 前 端 部 ま で の 内 周 面 に 、 前 記 プ ラ
ン ジ ャ ー チ ッ プ の 前 端 部 の 外 周 面 と 接 触 し な い 非 接 触 部 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る ダ イ カ
ス ト 鋳 造 機 の ス プ ー ル ブ ッ シ ュ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 非 接 触 部 は 、 前 記 ス プ ー ル ブ ッ シ ュ の 内 周 面 に 、 前 記 所 定 位 置 よ り も 前 側 の 位 置 か
ら 前 記 ス プ ー ル ブ ッ シ ュ の 前 端 部 に 向 か っ て 漸 次 拡 開 す る テ ー パ 部 を 形 成 す る と 共 に 、 前
記 所 定 位 置 か ら 前 記 ス プ ー ル ブ ッ シ ュ の 前 端 部 に 向 か っ て 、 前 記 プ ラ ン ジ ャ ー チ ッ プ の 外
周 面 よ り も 大 径 の 略 同 一 径 で 延 び る 大 径 凹 設 部 を 形 成 し て 構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ に 記 載 の ダ イ カ ス ト 鋳 造 機 の ス プ ー ル ブ ッ シ ュ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 非 接 触 部 は 、 前 記 ス プ ー ル ブ ッ シ ュ の 内 周 面 に 、 前 記 所 定 位 置 か ら 前 記 ス プ ー ル ブ
ッ シ ュ の 前 端 部 に 向 か っ て 漸 次 拡 開 す る テ ー パ 部 を 形 成 し て 構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 の ダ イ カ ス ト 鋳 造 機 の ス プ ー ル ブ ッ シ ュ 。
                                                                                
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 部 を プ ラ ン ジ ャ ー チ ッ プ が 摺 動 す る 、 ダ イ カ ス ト 鋳 造 機 の ス プ ー ル ブ ッ シ
ュ に 関 す る も の で 、 詳 し く は 、 型 開 き 時 、 プ ラ ン ジ ャ ー チ ッ プ の 溶 湯 を 押 圧 す る 前 端 面 の
周 縁 部 が ス プ ー ル ブ ッ シ ュ の 内 周 面 に 食 い 込 む こ と が な く 、 円 滑 に 前 進 し て 製 品 ビ ス ケ ッ
ト を 押 し 出 せ る よ う に 改 良 さ れ た ス プ ー ル ブ ッ シ ュ に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 ダ イ カ ス ト 鋳 造 機 に お い て 、 図 １ に 示 す よ う に 、 固 定 金 型 ２ に は 、 溶 湯 を キ ャ
ビ テ ィ ４ 内 へ 供 給 す る 円 筒 状 の ス プ ー ル ブ ッ シ ュ ５ １ （ 図 ６ 参 照 ） が 嵌 挿 さ れ て い る 。 こ
の ス プ ー ル ブ ッ シ ュ ５ １ の 後 端 に は 、 円 筒 状 の プ ラ ン ジ ャ ー ス リ ー ブ ５ が 接 続 さ れ て お り
、 こ の プ ラ ン ジ ャ ー ス リ ー ブ ５ の 後 部 の 周 壁 部 に は 、 溶 湯 を 供 給 す る た め の 注 湯 口 ６ が 設
け ら れ て い る 。 ま た 、 円 柱 状 の プ ラ ン ジ ャ ー チ ッ プ ７ が プ ラ ン ジ ャ ー ス リ ー ブ ５ 内 か ら ス
プ ー ル ブ ッ シ ュ ５ １ 内 に 亘 っ て 摺 動 可 能 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ し て 、 図 １ 及 び 図 ６ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 固 定 金 型 ２ と 可 動 金 型 ３ と の 型 締 め 後 に 、
プ ラ ン ジ ャ ー ス リ ー ブ ５ の 注 湯 口 ６ か ら 溶 湯 （ 図 ６ （ ａ ） の 斑 点 部 分 ） が 注 湯 さ れ る 。 続
い て 、 プ ラ ン ジ ャ ー チ ッ プ ７ が 、 図 ６ （ ａ ） の 位 置 か ら 前 進 し て 、 そ の 前 端 面 ７ ａ に よ っ
て 、 溶 湯 を プ ラ ン ジ ャ ー ス リ ー ブ ５ か ら ス プ ー ル ブ ッ シ ュ ５ １ に 導 き 、 流 路 １ ０ を 経 由 し
て 固 定 金 型 ２ の 固 定 入 れ 子 ２ ｂ と 、 可 動 金 型 ３ の 可 動 入 れ 子 ３ ｂ と の 間 に 形 成 さ れ た キ ャ
ビ テ ィ ４ 内 に 充 填 さ せ る 。 充 填 後 、 プ ラ ン ジ ャ ー チ ッ プ ７ は 、 溶 湯 が キ ャ ビ テ ィ ４ 内 で 凝
固 す る ま で の 間 さ ら に 低 速 で 前 進 し 、 キ ャ ビ テ ィ ４ 内 の 溶 湯 に 圧 力 を 付 与 し て 、 図 ６ （ ｂ
） に 示 す 位 置 で 停 止 さ れ る 。
　 そ の 後 、 図 １ 及 び 図 ６ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 キ ャ ビ テ ィ ４ 内 の 溶 湯 が 凝 固 し て 、 可 動 金
型 ３ が 固 定 金 型 ２ か ら 離 脱 し て 型 開 き さ れ る と 、 鋳 造 成 形 品 １ ５ （ 図 １ の キ ャ ビ テ ィ ４ 内
の 斜 線 部 ） は 可 動 金 型 ３ の 可 動 入 れ 子 ３ ｂ に 張 り 付 い た 状 態 で 固 定 金 型 ２ か ら 離 脱 す る と
共 に 、 プ ラ ン ジ ャ ー チ ッ プ ７ も 図 ６ （ ｂ ） の 位 置 か ら 前 進 し て 、 製 品 ビ ス ケ ッ ト １ ５ ａ （
図 ６ （ ｃ ） に お い て プ ラ ン ジ ャ ー チ ッ プ ７ と ス プ ー ル コ ア ３ ｃ と の 間 で 溶 湯 が 凝 固 さ れ た
も の ） を 、 ス プ ー ル ブ ッ シ ュ ５ １ 内 か ら 押 し 出 す よ う に 離 脱 さ せ る 。
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　 な お 、 従 来 の ス プ ー ル ブ ッ シ ュ ５ １ に は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 そ の 内 周 面 と そ の 前 端 部
５ １ ａ と の 間 に テ ー パ 部 ５ ３ が 設 け ら れ て お り 、 充 填 時 、 溶 湯 を キ ャ ビ テ ィ ４ 内 へ 流 動 し
易 く す る と 共 に 、 型 開 き 時 、 ス プ ー ル ブ ッ シ ュ ５ １ か ら の 製 品 ビ ス ケ ッ ト １ ５ ａ の 離 脱 を
容 易 に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 上 述 し た 鋳 造 工 程 に お い て 、 図 ７ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 ス プ ー ル ブ ッ シ
ュ ５ １ の 前 端 部 ５ １ ａ の 下 方 に バ リ 等 の 異 物 ５ ２ が 付 着 し た 状 態 で 、 型 締 め が 行 わ れ る と
、 図 ７ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 ス プ ー ル コ ア ３ ｃ が 異 物 ５ ２ に 衝 突 す る こ と に よ り 、 ス プ ー
ル ブ ッ シ ュ ５ １ の ス プ ー ル コ ア ３ ｃ 側 の 周 壁 部 の 下 部 が 上 方 に 押 し 上 げ ら れ 、 ス プ ー ル ブ
ッ シ ュ ５ １ の ス プ ー ル コ ア ３ ｃ 側 の 部 分 が 、 図 ８ の 実 線 で 示 す よ う な 横 長 の 楕 円 筒 状 に 変
形 し た 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う に 、 ス プ ー ル ブ ッ シ ュ ５ １ の ス プ ー ル コ ア ３ ｃ 側 の 部 分 が 楕 円 筒 状 に 変 形 し た
状 態 で 、 型 開 き 時 、 プ ラ ン ジ ャ ー チ ッ プ ７ が 、 図 ６ （ ｂ ） の 位 置 か ら 図 ６ （ ｃ ） の 位 置 ま
で 製 品 ビ ス ケ ッ ト １ ５ ａ を 押 し 出 し な が ら 前 進 す る と 、 プ ラ ン ジ ャ ー チ ッ プ ７ の 前 端 面 ７
ａ の 周 縁 部 が ス プ ー ル ブ ッ シ ュ ５ １ の 内 周 面 に 食 い 込 む よ う に し て 摺 動 す る た め 、 そ の 摺
動 抵 抗 が 大 き く な っ て し ま う 。
　 そ の た め に 、 プ ラ ン ジ ャ ー チ ッ プ ７ の 前 端 面 ７ ａ が 円 滑 に 製 品 ビ ス ケ ッ ト １ ５ ａ を 押 し
出 す こ と が で き ず 、 プ ラ ン ジ ャ ー チ ッ プ ７ が 製 品 ビ ス ケ ッ ト １ ５ ａ の 移 動 に 追 従 不 能 と な
り 、 キ ャ ビ テ ィ ４ 内 の 鋳 造 成 形 品 １ ５ （ 図 １ 参 照 ） と 製 品 ビ ス ケ ッ ト １ ５ ａ と の 間 で 切 断
さ れ る こ と が あ り 、 こ の 時 期 に ス プ ー ル ブ ッ シ ュ ５ １ を 交 換 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 ダ イ カ ス ト 鋳 造 機 の ス プ ー ル ブ ッ シ ュ の 従 来 技 術 と し て 、 特 許 文 献 １ に は 、 ス プ
ー ル ブ ッ シ ュ を 、 そ の ブ ッ シ ュ 本 体 の 内 周 面 に イ ン サ ー ト ラ イ ナ ー を 嵌 合 さ せ て 構 成 し 、
ブ ッ シ ュ 本 体 と イ ン サ ー ト ラ イ ナ ー と の 嵌 合 面 で あ る イ ン サ ー ト ラ ン ナ ー の 外 周 面 に 冷 却
用 流 体 を 流 す 冷 却 溝 を 設 け て お り 、 ス プ ー ル ブ ッ シ ュ は 、 冷 却 水 に よ る 冷 却 効 果 が 十 分 で
、 金 属 溶 湯 が 通 過 す る 際 の 温 度 上 昇 に 伴 う 熱 応 力 に よ る 割 れ が 生 じ 難 い こ と が 開 示 さ れ て
い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ０ ９ ５ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ の 発 明 は 、 ス プ ー ル ブ ッ シ ュ に 冷 却 溝 を 設 け 、 金 属 溶 湯 が 通
過 す る 際 の 温 度 上 昇 に 伴 う 熱 応 力 に よ る 割 れ を 生 じ 難 く し た も の で 、 上 述 し た 問 題 点 、 す
な わ ち 、 型 開 き 時 に 、 プ ラ ン ジ ャ ー チ ッ プ が ス プ ー ル ブ ッ シ ュ 内 を 製 品 ビ ス ケ ッ ト を 押 し
出 し な が ら 前 進 す る 際 、 プ ラ ン ジ ャ ー チ ッ プ の 前 端 面 の 周 縁 部 が ス プ ー ル ブ ッ シ ュ の 内 周
面 に 食 い 込 む よ う に し て 摺 動 す る た め 、 そ の 摺 動 抵 抗 が 大 き く な っ て し ま い 、 プ ラ ン ジ ャ
ー チ ッ プ が 円 滑 に 前 進 し て 製 品 ビ ス ケ ッ ト を 押 し 出 す こ と が で き な い 、 と い う 問 題 点 を 解
決 で き る も の で は な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 か か る 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 型 開 き 時 、 プ ラ ン ジ ャ ー チ ッ プ が ス
プ ー ル ブ ッ シ ュ 内 を 円 滑 に 前 進 し て 製 品 ビ ス ケ ッ ト を 押 し 出 せ る よ う に 改 良 さ れ た ダ イ カ
ス ト 鋳 造 機 の ス プ ー ル ブ ッ シ ュ を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 と し て 、 請 求 項 １ に 記 載 し た ダ イ カ ス ト 鋳 造
機 の ス プ ー ル ブ ッ シ ュ の 発 明 は 、 ダ イ カ ス ト 鋳 造 機 に 備 え ら れ た 、 内 部 を プ ラ ン ジ ャ ー チ
ッ プ が 摺 動 す る ス プ ー ル ブ ッ シ ュ で あ っ て 、 該 ス プ ー ル ブ ッ シ ュ は 、 キ ャ ビ テ ィ 内 へ の 溶
湯 の 充 填 及 び 凝 固 時 に お け る 前 記 プ ラ ン ジ ャ ー チ ッ プ の 前 端 面 よ り も 後 側 で 、 且 つ 、 型 開
き 時 に お け る 前 記 プ ラ ン ジ ャ ー チ ッ プ の 後 端 面 よ り も 前 側 の 所 定 位 置 か ら 前 記 ス プ ー ル ブ
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ッ シ ュ の 前 端 部 ま で の 内 周 面 に 、 前 記 プ ラ ン ジ ャ ー チ ッ プ の 前 端 部 の 外 周 面 と 接 触 し な い
非 接 触 部 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
　 請 求 項 ２ に 記 載 し た ダ イ カ ス ト 鋳 造 機 の ス プ ー ル ブ ッ シ ュ の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 し
た 発 明 に お い て 、 前 記 非 接 触 部 は 、 前 記 ス プ ー ル ブ ッ シ ュ の 内 周 面 に 、 前 記 所 定 位 置 よ り
も 前 側 の 位 置 か ら 前 記 ス プ ー ル ブ ッ シ ュ の 前 端 部 に 向 か っ て 漸 次 拡 開 す る テ ー パ 部 を 形 成
す る と 共 に 、 前 記 所 定 位 置 か ら 前 記 ス プ ー ル ブ ッ シ ュ の 前 端 部 に 向 か っ て 、 前 記 プ ラ ン ジ
ャ ー チ ッ プ の 外 周 面 よ り も 大 径 の 略 同 一 径 で 延 び る 大 径 凹 設 部 を 形 成 し て 構 成 さ れ た こ と
を 特 徴 と す る も の で あ る 。
　 請 求 項 ３ に 記 載 し た ダ イ カ ス ト 鋳 造 機 の ス プ ー ル ブ ッ シ ュ の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 し
た 発 明 に お い て 、 前 記 非 接 触 部 は 、 前 記 ス プ ー ル ブ ッ シ ュ の 内 周 面 に 、 前 記 所 定 位 置 か ら
前 記 ス プ ー ル ブ ッ シ ュ の 前 端 部 に 向 か っ て 漸 次 拡 開 す る テ ー パ 部 を 形 成 し て 構 成 さ れ た こ
と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 従 っ て 、 請 求 項 １ に 記 載 し た ダ イ カ ス ト 鋳 造 機 の ス プ ー ル ブ ッ シ ュ の 発 明 で は 、 型 開 き
時 、 プ ラ ン ジ ャ ー チ ッ プ が ス プ ー ル ブ ッ シ ュ 内 で 製 品 ビ ス ケ ッ ト を 押 し 出 し な が ら 前 進 す
る 際 、 仮 に 、 ス プ ー ル ブ ッ シ ュ の ス プ ー ル コ ア 側 の 部 分 が 横 長 の 楕 円 筒 状 に 変 形 し て い る
状 態 で あ っ て も 、 プ ラ ン ジ ャ ー チ ッ プ の 前 端 面 の 周 縁 部 が ス プ ー ル ブ ッ シ ュ の 内 周 面 に 食
い 込 む こ と が な く そ の 摺 動 抵 抗 が 小 さ い の で 、 プ ラ ン ジ ャ ー チ ッ プ が 円 滑 に 前 進 し て 製 品
ビ ス ケ ッ ト を 押 し 出 す よ う に な る 。
　 請 求 項 ２ 及 び ３ に 記 載 し た ダ イ カ ス ト 鋳 造 機 の ス プ ー ル ブ ッ シ ュ の 発 明 で は 、 型 開 き 時
、 プ ラ ン ジ ャ ー チ ッ プ の 前 端 面 の 周 縁 部 が ス プ ー ル ブ ッ シ ュ の 内 周 面 に 食 い 込 む こ と が な
く 、 プ ラ ン ジ ャ ー チ ッ プ が 円 滑 に 前 進 し て 製 品 ビ ス ケ ッ ト を 押 し 出 し 、 し か も 、 ス プ ー ル
ブ ッ シ ュ の 前 端 部 側 の 内 周 面 が 、 そ の 前 端 部 に 向 か っ て 漸 次 拡 開 す る テ ー パ 状 に 形 成 さ れ
て い る こ と か ら 、 充 填 時 、 溶 湯 が キ ャ ビ テ ィ 内 へ 流 動 し 易 く な る と 共 に 、 型 開 き 時 、 製 品
ビ ス ケ ッ ト が ス プ ー ル ブ ッ シ ュ 内 か ら 離 脱 し 易 く な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 型 開 き 時 、 プ ラ ン ジ ャ ー チ ッ プ が ス プ ー ル ブ ッ シ ュ 内 を 円 滑 に 前 進 し
て 製 品 ビ ス ケ ッ ト を 押 し 出 せ る よ う に 改 良 さ れ た ダ イ カ ス ト 鋳 造 機 の ス プ ー ル ブ ッ シ ュ を
提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 図 １ ～ 図 ５ に 基 い て 詳 細 に 説 明 す る 。 な お
、 従 来 例 と 同 一 部 材 は 、 同 一 符 号 を 使 用 し て 説 明 す る 。
　 一 般 に 、 ダ イ カ ス ト 鋳 造 機 の 主 要 部 の 構 成 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 固 定 金 型 ２ と 、 固 定
金 型 ２ に 対 し て 略 水 平 方 向 に 移 動 し て 、 型 締 め 及 び 型 開 き を す る 可 動 金 型 ３ と を 備 え て い
る 。 固 定 金 型 ２ は 、 固 定 主 型 ２ ａ に 固 定 入 れ 子 ２ ｂ が 保 持 さ れ て 構 成 さ れ て い る 。 一 方 、
可 動 金 型 ３ も 、 可 動 主 型 ３ ａ に 可 動 入 れ 子 ３ ｂ が 保 持 さ れ て 構 成 さ れ て お り 、 可 動 入 れ 子
３ ｂ に は 、 後 述 す る プ ラ ン ジ ャ ー チ ッ プ ７ と 対 向 す る 部 位 に 、 可 動 入 れ 子 ３ ｂ と 同 期 し て
可 動 す る ス プ ー ル コ ア ３ ｃ が 連 設 さ れ て い る 。 そ し て 、 型 締 め 時 に は 、 固 定 入 れ 子 ２ ｂ と
可 動 入 れ 子 ３ ｂ と の 間 に キ ャ ビ テ ィ ４ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 固 定 金 型 ２ の 固 定 主 型 ２ ａ に は 、 溶 湯 を キ ャ ビ テ ィ ４ 内 へ 供 給 す る べ く 、 キ ャ ビ
テ ィ ４ と 連 通 す る 円 筒 状 の ス プ ー ル ブ ッ シ ュ １ が 嵌 挿 さ れ て い る 。 こ の ス プ ー ル ブ ッ シ ュ
１ の 後 端 部 に は 、 内 径 が 同 一 の 円 筒 状 の プ ラ ン ジ ャ ー ス リ ー ブ ５ が 接 続 さ れ て い る 。 こ の
プ ラ ン ジ ャ ー ス リ ー ブ ５ の 後 部 の 周 壁 部 に 、 溶 湯 を 注 湯 す る た め の 注 湯 口 ６ が 形 成 さ れ て
い る 。
　 さ ら に 、 ス プ ー ル ブ ッ シ ュ １ 内 及 び プ ラ ン ジ ャ ー ス リ ー ブ ５ 内 に は 、 円 柱 状 の プ ラ ン ジ
ャ ー チ ッ プ ７ が 摺 動 可 能 に 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 こ の プ ラ ン ジ ャ ー チ ッ プ ７ の 後 端 面 ７
ｂ に は 、 プ ラ ン ジ ャ ー ロ ッ ド ８ が 接 続 さ れ て い る 。 こ の プ ラ ン ジ ャ ー ロ ッ ド ８ に は 、 射 出
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シ リ ン ダ （ 図 示 略 ） が 接 続 さ れ て お り 、 射 出 シ リ ン ダ の 駆 動 に よ り 、 プ ラ ン ジ ャ ー チ ッ プ
７ が 、 ス プ ー ル ブ ッ シ ュ １ 内 及 び プ ラ ン ジ ャ ー ス リ ー ブ ５ 内 を 往 復 摺 動 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 そ し て 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る ダ イ カ ス ト 鋳 造 機 の ス プ ー ル ブ ッ シ ュ １ は 、 図 ２ に
示 す よ う に 、 キ ャ ビ テ ィ ４ 内 へ の 溶 湯 の 充 填 及 び 凝 固 時 （ 図 ２ （ ａ ） の 状 態 ） に お け る プ
ラ ン ジ ャ ー チ ッ プ ７ の 前 端 面 ７ ａ よ り も 後 側 で 、 且 つ 、 型 開 き 時 （ 図 ２ （ ｂ ） の 状 態 ） に
お け る プ ラ ン ジ ャ ー チ ッ プ ７ の 後 端 面 ７ ｂ よ り も 前 側 の 所 定 位 置 １ ８ か ら ス プ ー ル ブ ッ シ
ュ １ の 前 端 部 １ ａ ま で の 内 周 面 に 、 プ ラ ン ジ ャ ー チ ッ プ ７ の 前 端 部 の 外 周 面 と 接 触 し な い
非 接 触 部 １ ２ を 設 け て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 ス プ ー ル ブ ッ シ ュ １ の 非 接 触 部 １ ２ 、 １ ２ ａ 、 １ ２ ｂ は 、 以 下 に 説 明 す る ３ 形 態 の い
ず れ か で 構 成 さ れ る 。
　 ま ず 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 非 接 触 部 １ ２ は 、 次 の よ う に 構 成 さ れ て い る 。
　 す な わ ち 、 非 接 触 部 １ ２ は 、 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 ス プ ー ル ブ ッ シ ュ １ の 内 周 面
に 、 非 接 触 部 １ ２ の 起 点 と な る 所 定 位 置 １ ８ よ り も や や 前 側 の 位 置 か ら ス プ ー ル ブ ッ シ ュ
１ の 前 端 部 １ ａ に 向 か っ て 漸 次 拡 開 す る テ ー パ 部 １ ３ を 形 成 し て い る 。 ま た 、 該 テ ー パ 部
１ ３ の 起 点 部 分 に 、 所 定 位 置 １ ８ か ら ス プ ー ル ブ ッ シ ュ １ の 前 端 部 １ ａ に 向 か っ て 、 プ ラ
ン ジ ャ ー チ ッ プ ７ の 外 径 よ り も 大 径 の 略 同 一 径 で 延 び る 大 径 凹 設 部 １ ４ を 形 成 し て 構 成 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 次 に 、 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 非 接 触 部 １ ２ ａ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 ス プ ー ル ブ ッ シ ュ
１ の 内 周 面 に 、 非 接 触 部 １ ２ ａ の 起 点 と な る 所 定 位 置 １ ８ か ら ス プ ー ル ブ ッ シ ュ １ の 前 端
部 １ ａ に 向 か っ て 漸 次 拡 開 す る テ ー パ 部 １ ３ を 形 成 し て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 次 に 、 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る 非 接 触 部 １ ２ ｂ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 ス プ ー ル ブ ッ シ ュ
１ の 内 周 面 に 、 非 接 触 部 １ ２ ｂ の 起 点 と な る 所 定 位 置 １ ８ か ら ス プ ー ル ブ ッ シ ュ １ の 前 端
部 １ ａ の 手 前 ま で の 範 囲 に お い て 、 プ ラ ン ジ ャ ー チ ッ プ ７ の 外 径 よ り も 大 径 の 略 同 一 径 で
延 び る 大 径 凹 設 部 ２ ０ を 形 成 す る と 共 に 、 そ の 大 径 凹 設 部 ２ ０ と ス プ ー ル ブ ッ シ ュ １ の 前
端 部 １ ａ と の 間 に テ ー パ 部 ２ １ を 設 け て 構 成 さ れ て い る 。
　 な お 、 こ の 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る 非 接 触 部 １ ２ ｂ に お い て 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 非 接
触 部 １ ２ と の 相 違 点 は 、 大 径 凹 設 部 ２ ０ が 形 成 さ れ る 長 さ 及 び テ ー パ 部 ２ １ の 角 度 が 相 違
点 と な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ し て 、 本 ス プ ー ル ブ ッ シ ュ １ を 採 用 し た ダ イ カ ス ト 鋳 造 機 の 作 用 を 説 明 す る 。
　 ま ず 、 固 定 金 型 ２ 側 に 可 動 金 型 ３ が 移 動 し て 型 締 め が 行 わ れ た 後 、 プ ラ ン ジ ャ ー ス リ ー
ブ ５ の 注 湯 口 ６ か ら 溶 湯 が 注 湯 さ れ る 。 続 い て 、 プ ラ ン ジ ャ ー チ ッ プ ７ が 前 進 し て 、 そ の
前 端 面 ７ ａ に よ り 溶 湯 を プ ラ ン ジ ャ ー ス リ ー ブ ５ か ら ス プ ー ル ブ ッ シ ュ １ に 導 き 、 キ ャ ビ
テ ィ ４ 内 へ 充 填 さ せ る 。 充 填 後 、 プ ラ ン ジ ャ ー チ ッ プ ７ は 、 溶 湯 が キ ャ ビ テ ィ ４ 内 で 凝 固
す る ま で の 間 さ ら に 低 速 で 前 進 し 、 キ ャ ビ テ ィ ４ 内 の 溶 湯 に 圧 力 を 付 与 し て 、 図 ２ （ ａ ）
に 示 す 位 置 で 停 止 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 そ の 後 、 型 開 き 時 に は 、 可 動 入 れ 子 ３ ｂ 及 び ス プ ー ル コ ア ３ ｃ が 、 固 定 入 れ 子 ２ ｂ 及 び
ス プ ー ル ブ ッ シ ュ １ 内 か ら 離 脱 す る よ う に 移 動 す る と 同 時 に 、 プ ラ ン ジ ャ ー チ ッ プ ７ も 図
２ （ ａ ） の 位 置 か ら 前 進 す る 。 す る と 、 鋳 造 成 形 品 １ ５ が 可 動 入 れ 子 ３ ｂ に 張 り 付 い た 状
態 で 固 定 入 れ 子 ２ ｂ か ら 離 脱 す る と 共 に 、 プ ラ ン ジ ャ ー チ ッ プ ７ が 、 ス プ ー ル ブ ッ シ ュ １
内 に 張 り 付 い た 製 品 ビ ス ケ ッ ト １ ５ ａ を 押 し 出 す よ う に し て 円 滑 に 前 進 し て 、 製 品 ビ ス ケ
ッ ト １ ５ ａ を ス プ ー ル ブ ッ シ ュ １ 内 か ら 離 脱 さ せ て 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す 位 置 で 停 止 さ れ る
。
　 こ の 型 開 き 時 、 プ ラ ン ジ ャ ー チ ッ プ ７ が 、 図 ２ （ ａ ） の 充 填 ・ 凝 固 時 の 位 置 か ら 図 ２ （
ｂ ） の 型 開 き 時 の 位 置 ま で 前 進 す る 際 に は 、 プ ラ ン ジ ャ ー チ ッ プ ７ の 前 端 面 ７ ａ の 周 縁 部
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が ス プ ー ル ブ ッ シ ュ １ の 内 周 面 （ 非 接 触 部 １ ２ 、 １ ２ ａ 、 １ ２ ｂ ） に 食 い 込 む こ と が な い
の で 、 そ の 摺 動 抵 抗 が 小 さ く な り 、 プ ラ ン ジ ャ ー チ ッ プ ７ が ス プ ー ル ブ ッ シ ュ １ 内 を 円 滑
に 前 進 で き 製 品 ビ ス ケ ッ ト １ ５ ａ を 押 し 出 す こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る ダ イ カ ス ト 鋳 造 機 の ス プ ー ル ブ ッ シ ュ
１ に は 、 そ の 長 さ 方 向 の 所 定 位 置 １ ８ か ら ス プ ー ル ブ ッ シ ュ １ の 前 端 部 １ ａ ま で の 内 周 面
に 、 プ ラ ン ジ ャ ー チ ッ プ ７ の 前 端 部 の 外 周 面 と 接 触 し な い 非 接 触 部 １ ２ 、 １ ２ ａ 、 １ ２ ｂ
を 設 け て い る の で 、 仮 に 、 ス プ ー ル ブ ッ シ ュ １ の ス プ ー ル コ ア ３ ｃ 側 の 部 分 が 、 横 長 の 楕
円 筒 状 に 変 形 し て い た 場 合 で も 、 型 開 き 時 、 プ ラ ン ジ ャ ー チ ッ プ ７ が 、 図 ２ （ ａ ） の 充 填
・ 凝 固 時 の 位 置 か ら 図 ２ （ ｂ ） の 型 開 き 時 の 位 置 ま で 前 進 す る 際 、 プ ラ ン ジ ャ ー チ ッ プ ７
の 前 端 面 ７ ａ の 周 縁 部 が ス プ ー ル ブ ッ シ ュ １ の 内 周 面 （ 非 接 触 部 １ ２ 、 １ ２ ａ 、 １ ２ ｂ ）
に 食 い 込 む こ と が な く 、 そ の 摺 動 抵 抗 を 小 さ く で き 、 プ ラ ン ジ ャ ー チ ッ プ ７ が ス プ ー ル ブ
ッ シ ュ １ 内 を 円 滑 に 前 進 し て 製 品 ビ ス ケ ッ ト １ ５ ａ を 押 し 出 す こ と が で き る 。
　 し か も 、 プ ラ ン ジ ャ ー チ ッ プ ７ が 、 図 ２ （ ｂ ） の 型 開 き 時 の 位 置 か ら 後 退 す る 際 に も 、
プ ラ ン ジ ャ ー チ ッ プ ７ の 外 周 面 が ス プ ー ル ブ ッ シ ュ １ の ス プ ー ル コ ア ３ ｃ 側 の 内 周 面 （ 非
接 触 部 １ ２ 、 １ ２ ａ 、 １ ２ ｂ ） に 干 渉 す る こ と が な い の で 、 円 滑 に 後 退 す る こ と が で き る
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る ス プ ー ル ブ ッ シ ュ を 採 用 し た ダ イ カ ス ト 鋳 造
機 の 主 要 部 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 本 ス プ ー ル ブ ッ シ ュ の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 非 接 触 部 を 示 し 、 （ ａ ） は
充 填 ・ 凝 固 時 、 （ ｂ ） は 型 開 き 時 に お け る 、 プ ラ ン ジ ャ ー チ ッ プ の ス プ ー ル ブ ッ シ ュ 内 で
の 位 置 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 図 ２ （ ａ ） の Ａ 部 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 本 ス プ ー ル ブ ッ シ ュ の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 非 接 触 部 を 示 し た 図 で あ る
。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 本 ス プ ー ル ブ ッ シ ュ の 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る 非 接 触 部 を 示 し た 図 で あ る
。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 ダ イ カ ス ト 鋳 造 時 の プ ラ ン ジ ャ ー チ ッ プ の 動 き を 段 階 的 に 示 し た 図 で あ
る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 ス プ ー ル ブ ッ シ ュ の ス プ ー ル コ ア 側 が 変 形 す る 際 の 過 程 を 示 し た 図 で あ
る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は 、 ス プ ー ル ブ ッ シ ュ の ス プ ー ル コ ア 側 の 変 形 形 状 を 示 し た 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 １ 　 ス プ ー ル ブ ッ シ ュ ， １ ａ 　 前 端 部 ， ２ 　 固 定 金 型 ， ３ 　 可 動 金 型 ， ４ 　 キ ャ ビ テ ィ
， ７ 　 プ ラ ン ジ ャ ー チ ッ プ ， ７ ａ 　 前 端 面 ， ７ ｂ 　 後 端 面 ， １ ２ 、 １ ２ ａ 、 １ ２ ｂ 　 非 接
触 部 ， １ ３ 　 テ ー パ 部 ， １ ４ 　 大 径 凹 設 部 ， １ ５ 　 鋳 造 成 形 品 ， １ ５ ａ 　 製 品 ビ ス ケ ッ ト
， １ ８ 　 所 定 位 置 ， ２ ０ 　 大 径 凹 設 部 ， ２ １ 　 テ ー パ 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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